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周
知
の
通
り
、
木
材
、
石
材
、
鋼
材
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
等
と
い
っ
た
土
木
・
建
設
材

料
の
歴
史
は
、土
木
構
造
物
の
歴
史
と
言
っ

て
よ
い
。新
た
な
製
造
法
の
開
発
を
通
じ
て

新
た
な
材
料
が
生
ま
れ
、
土
木
構
造
物
に

変
化
が
生
じ
て
き
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に

言
え
ば
、
高
度
成
長
期
に
代
表
さ
れ
る“
つ

く
る
時
代
”
に
は
、
よ
り
長
く
、
よ
り
大
き

な
構
造
物
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
強
度
や
施
工
性
の
向
上
と
い
っ
た
部

分
に
材
料
開
発
の
主
眼
が
置
か
れ
て
き
た
。

い
ま
で
も
強
度
や
施
工
性
の
向
上
は
、
材

料
開
発
に
お
け
る
重
要
な
観
点
で
は
あ
る

も
の
の
、
現
在
で
は
、
さ
ら
に
排
出
ガ
ス
規

制
や
有
害
元
素
を
含
む
残
土
処
理
、
構
造

物
の
長
寿
命
化
と
い
っ
た
世
の
中
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
合
わ
せ
て
、
材
料
開
発
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム（
以
下
、S
I
P
）
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術（
以
下
、

S
I
P
イ
ン
フ
ラ
）
で
も
、「
構
造
材
料
・

劣
化
機
構
・
補
修
・
補
強
技
術
」
が
研
究

開
発
項
目
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

S
I
P
に
は
、S
I
P
イ
ン
フ
ラ
と
は
別

に
航
空
機
産
業
を
対
象
と
し
た
革
新
的
構

造
材
料
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並
列
し
て

進
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
・
オ

ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム（
以
下
、

C
O
I
）
で
も
、
革
新
素
材
・
革
新
製
造
プ

ロ
セ
ス
で
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の
実
現
を
目

指
す
研
究
開
発
が
あ
る
。 

　

こ
れ
ま
で
、
土
木
学
会
誌
で
は
、
各
分

野
に
お
け
る
一
項
目
と
し
て
、
材
料
に
つ

い
て
の
話
題
は
あ
る
も
の
の
、
土
木
分
野

を
横
断
的
に
、
土
木
・
建
設
材
料
を
直
接

的
に
テ
ー
マ
と
し
た
特
集
は
な
い
。
分
野

が
異
な
る
と
新
材
料
の
動
向
に
つ
い
て
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
一
般
的
に
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
可
能
な
限
り
分
野

横
断
的
に
、
今
後
の
土
木
・
建
設
材
料
の

可
能
性
な
ら
び
に
開
発
の
方
向
性
に
つ
い

て
模
索
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
過
去
に
お
け
る
新
材
料
の

開
発
の
背
景
や
経
緯
、
採
用
の
プ
ロ
セ
ス

な
ど
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
鋼
構
造
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
対
談
と
座
談
会
を
実

施
す
る
。
鋼
構
造
分
野
で
は
本
四
架
橋
で

採
用
さ
れ
た
高
張
力
鋼
材
を
中
心
と
し
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
分
野
で
は
自
己
充
填
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
、
当
時
を
知
る
関
係

者
に
話
を
伺
う
。
あ
ら
た
め
て
、
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
は
、
若
い
読
者
の
み
な
ら
ず
、

土
木
分
野
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。 
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次
に
、
す
で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
実
用
化
に
非
常
に
近
い
、比
較
的
新

し
い
材
料
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
、
材

料
開
発
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
は
、

事
例
の
羅
列
的
な
紹
介
と
な
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
、
材
料
開
発
の
動
向
を
把
握

し
た
う
え
で
、「
構
造
の
合
理
化
」
、「
耐
久

性
の
向
上
」
、「
環
境
負
荷
の
低
減
」
、「
維

持
管
理
性
の
向
上
」
の
四
つ
の
視
点
に
分

類
し
た
（
図
1
）
。

　
「
構
造
の
合
理
化
」
で
は
、
2
0
1
7

年
11
月
に
発
刊
さ
れ
た
新
し
い
道
路

橋
示
方
書
で
採
用
さ
れ
た
橋
梁
用
高

性
能
鋼
材（Steels for Bridge H

igh 

Perform
ance Structure

：
S
B
H
S
）、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
木
材
へ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
を
可
能
に
す
る
と
期
待
さ

れ
る
直
交
集
成
材（Cross Lam

inated 

T
im
ber

：
C
L
T
）
な
ら
び
に
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー（Cellulose N

ano 

Fiber

：
C
N
F
）、
次
世
代
イ
ン
フ
ラ

の
実
現
に
向
け
て
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

C
O
I
で
の
炭
素
繊
維
複
合
材
料
を
紹
介

す
る
。「
耐
久
性
の
向
上
」で
は
、S
I
P
を

通
じ
て
R
C
構
造
物
の
長
寿
命
化
を
意
図

し
て
開
発
さ
れ
た
耐
食
鉄
筋
と
橋
梁
の
高

耐
久
化
と
い
う
観
点
か
ら
床
版
防
水
機
能

も
備
え
た
新
た
な
グ
ー
ス
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
紹
介
す
る
。「
環
境
負
荷
の
低
減
」
で
は
、

特
殊
混
和
材
や
産
業
副
産
物
、天
然
高
分
子

紛
体
を
使
用
し
て
、製
造
時
や
施
工
時
の
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
事

例
と
し
て
、C
O
2
吸
収
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ら
び
に
地
盤
分
野
で
の
自
然
由
来
の
有
害

元
素
吸
着
材
を
紹
介
す
る
。「
維
持
管
理
性

の
向
上
」で
は
、「
構
造
の
合
理
化
」の
観
点

の
み
な
ら
ず
、鋼
な
ら
び
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
補
修
・
補
強
や
点
検
に
使
用
さ

れ
始
め
て
い
る
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（Fiber-Reinforced Plastics

：
F
R
P
）

を
紹
介
す
る
。
最
後
に
、
本
特
集
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
土
木
・
建
設
材

料
の
展
望
に
つ
い
て
提
言
い
た
だ
く
。 

　

土
木
構
造
物
の
設
計
は
、
仕
様
規
定
型

設
計
か
ら
性
能
照
査
型
設
計
に
移
行
し

て
い
る
。
本
特
集
を
通
じ
て
、
材
料
が
有

す
る
可
能
性
を
再
認
識
し
、
構
造
物
を
取

り
巻
く
周
辺
環
境
に
も
目
を
向
け
、
全
体

系
と
し
て
の
最
適
解
を
模
索
す
る
な
か

で
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
構
造
、
長
持
ち

す
る
構
造
、
環
境
に
優
し
い
構
造
、
点
検

や
補
修
・
補
強
が
し
や
す
い
構
造
な
ど
に

つ
い
て
、
考
え
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

土木・建設材料
鋼材、コンクリート、木材、
石材、瀝青材料、地盤材料

etc.

CO2吸収コンクリート
自然由来の有害元素

吸着材

掘削ずり（ヒ素溶出濃度＞0.1mg/L）

ろ過層（現地発生土）

吸着層（30cm厚、現地発生土＋30～100kg/㎥吸着材）

掘削ずり（ヒ素溶出濃度＞0.1mg/L）

ろ過層（現地発生土）

吸着層（30cm厚、現地発生土＋30～100kg/㎥吸着材）
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ひび割れ拡大

図1
本特集で紹介する各種
材料と分類
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